
―

連

携

取

組

で

育

て

た

い

人

材

像

と

は

。

　

こ

の

取

組

で

目

指

す

の

は

、

「

繊

維

・

フ

ァ

イ

バ

ー

工

学

」

分

野

の

一

貫

し

た

知

識

・

技

術

と

グ

ロ

ー

バ

ル

な

視

野

を

持

ち

、

課

題

設

定

力

・

課

題

解

決

力

、

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

を

兼

ね

備

え

、

後

進

の

指

導

や

教

育

を

行

え

る

能

力

を

持

っ

た

技

術

者

・

研

究

者

の

育

成

で

す

。

―

そ

の

よ

う

な

人

材

を

必

要

と

す

る

背

景

に

は

、

ど

の

よ

う

な

課

題

が

あ

る

の

で

し

ょ

う

か

。

　

「

繊

維

・

フ

ァ

イ

バ

ー

工

学

」

分

野

は

グ

ロ

ー

バ

ル

に

み

れ

ば

成

長

産

業

で

す

が

、

我

が

国

の

教

育

者

・

研

究

者

は

激

減

し

て

い

ま

す

。

次

世

代

を

担

う

繊

維

技

術

士

、

繊

維

製

品

品

質

管

理

士

や

繊

維

に

関

す

る

知

識

を

網

羅

的

に

教

育

で

き

る

技

術

者

・

研

究

者

を

育

成

す

る

事

が

急

務

で

あ

り

、

本

連

携

で

取

り

組

む

べ

き

重

要

な

テ

ー

マ

で

す

。

　

　

―

な

ぜ

こ

の

３

大

学

で

連

携

す

る

こ

と

に

な

っ

た

の

で

す

か

。

　

以

前

か

ら

繊

維

系

大

学

の

連

携

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

検

討

会

議

を

重

ね

て

お

り

、

大

学

院

に

「

繊

維

・

フ

ァ

イ

バ

ー

工

学

」

関

係

の

専

攻

が

あ

る

３

大

学

で

タ

ッ

グ

を

組

む

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

具

体

的

に

は

、

フ

ァ

イ

バ

ー

工

学

分

野

の

国

際

的

教

育

研

究

拠

点

で

あ

る

信

州

大

学

。

人

に

や

さ

し

い

工

学

を

活

か

し

た

繊

維

、

バ

イ

オ

ベ

ー

ス

繊

維

に

関

す

る

教

育

に

強

み

を

持

つ

京

都

工

芸

繊

維

大

学

。

機

能

加

工

等

に

関

し

て

強

み

を

持

ち

、

地

元

繊

維

産

業

と

の

連

携

教

育

が

可

能

な

福

井

大

学

。

こ

の

３

大

学

の

そ

れ

ぞ

れ

の

強

み

を

活

か

し

た

形

で

取

り

組

み

ま

す

。

―

取

組

は

５

年

間

実

施

し

ま

す

。

ど

の

よ

う

な

計

画

を

立

て

て

い

ま

す

か

。

　

平

成

24

年

度

に

、

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

等

詳

細

な

運

営

内

容

に

つ

い

て

決

定

し

ま

す

。

平

成

25

年

度

か

ら

大

学

院

修

士

課

程

に

「

繊

維

・

フ

ァ

イ

バ

ー

工

学

コ

ー

ス

」

を

新

た

に

設

置

し

、

各

大

学

５

名

の

学

生

を

受

け

入

れ

、

連

携

教

育

を

実

施

し

ま

す

。

平

成

28

年

度

の

事

業

終

了

時

に

は

計

45

名

の

コ

ー

ス

修

了

者

が

巣

立

つ

こ

と

に

な

り

ま

す

。

本

事

業

終

了

後

も

３

大

学

連

携

体

制

を

十

分

に

活

用

し

、

継

続

し

て

繊

維

系

技

術

者

・

研

究

者

を

育

成

し

て

い

き

ま

す

。

―

こ

の

事

業

に

採

択

さ

れ

た

こ

と

で

、

新

た

に

ど

の

よ

う

な

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

な

り

ま

す

か

。

　

３

大

学

と

繊

維

系

産

業

界

・

関

連

学

協

会

と

が

連

携

し

て

、

他

大

学

へ

の

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

、

海

外

招

へ

い

教

員

に

よ

る

授

業

、

繊

維

系

合

同

研

修

、

ｅ

ラ

ー

ニ

ン

グ

教

材

の

整

備

が

行

え

る

よ

う

に

な

り

ま

す

。

―

取

組

の

中

に

は

、

各

大

学

等

で

こ

れ

ま

で

行

っ

て

い

た

活

動

の

レ

ベ

ル

ア

ッ

プ

を

図

る

も

の

も

あ

る

と

思

い

ま

す

が

、

そ

れ

は

ど

の

よ

う

な

も

の

で

す

か

。

　

企

業

へ

の

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

に

関

し

て

は

こ

れ

ま

で

も

行

っ

て

き

て

い

ま

す

が

、

合

同

研

修

で

様

々

な

企

業

の

研

究

者

と

泊

ま

り

が

け

で

討

論

す

る

こ

と

に

よ

り

企

業

に

お

け

る

研

究

開

発

や

企

業

で

必

要

な

知

識

・

能

力

に

つ

い

て

よ

り

明

確

な

指

針

が

得

ら

れ

ま

す

。

ま

た

、

他

大

学

へ

の

ア

カ

デ

ミ

ッ

ク

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

を

通

し

て

よ

り

幅

広

い

知

識

や

視

野

を

得

る

こ

と

が

可

能

で

す

。

さ

ら

に

、

海

外

招

へ

い

教

員

に

よ

る

授

業

等

に

よ

り

グ

ロ

ー

バ

ル

な

視

点

が

涵

養

さ

れ

ま

す

。　

　

―

連

携

の

成

果

は

ど

の

よ

う

な

形

で

社

会

に

示

す

こ

と

が

で

き

る

の

で

し

ょ

う

か

。

具

体

的

な

成

果

指

標

の

イ

メ

ー

ジ

は

あ

り

ま

す

か

。

　

グ

ロ

ー

バ

ル

な

視

野

を

持

ち

、

基

礎

か

ら

応

用

ま

で

の

一

貫

し

た

知

識

を

有

す

る

繊

維

系

人

材

を

産

業

界

等

に

輩

出

で

き

、

新

た

な

研

究

開

発

に

つ

な

が

る

だ

け

で

な

く

、

蓄

積

さ

れ

た

繊

維

系

技

術

を

グ

ロ

ー

バ

ル

に

展

開

で

き

ま

す

。

ま

た

、

連

携

に

よ

り

幅

広

い

異

分

野

融

合

も

可

能

と

な

り

、

様

々

な

産

業

分

野

で

の

成

果

に

つ

な

が

り

ま

す

。

ス

テ

ー

ク

ホ

ル

ダ

ー

ス

テ

ー

ク

ホ

ル

ダ

ー

ス

テ

ー

ク

ホ

ル

ダ

ー

ス

テ

ー

ク

ホ

ル

ダ

ー

か

ら

の

か

ら

の

か

ら

の

か

ら

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

メ

ッ

セ

ー

ジ

メ

ッ

セ

ー

ジ

メ

ッ

セ

ー

ジ

　

　

　

　

　

　

　

　

日

本

繊

維

産

業

連

盟

会

長

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

下

　

村

　

彬

　

一

　

繊

維

産

業

の

事

業

基

盤

を

維

持

・

強

化

し

て

い

く

上

で

人

材

の

育

成

は

最

も

重

要

な

課

題

で

あ

り

、

高

度

な

技

術

の

継

承

、

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

創

出

、

そ

し

て

次

代

を

担

う

経

営

者

育

成

な

ど

多

く

の

課

題

が

あ

り

ま

す

。

特

に

、

今

日

ま

す

ま

す

グ

ロ

ー

バ

ル

化

す

る

企

業

活

動

を

担

う

人

材

育

成

が

重

要

で

あ

り

、

本

事

業

に

お

い

て

も

グ

ロ

ー

バ

ル

人

材

育

成

の

為

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

が

推

進

さ

れ

る

こ

と

を

要

請

致

し

ま

し

た

。

３

大

学

の

力

を

結

集

し

、

次

代

の

日

本

の

繊

維

産

業

を

担

う

人

材

輩

出

に

繋

げ

て

頂

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

日

本

繊

維

産

業

連

盟

と

し

て

も

、

事

業

推

進

に

積

極

的

に

参

画

し

、

各

大

学

お

よ

び

ス

テ

ー

ク

ホ

ル

ダ

ー

の

諸

団

体

と

密

接

に

協

力

し

て

い

く

所

存

で

す

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　


